
ＰＡＴＡトラベルマート２０１３

中
国
・
成
都
で
大
型
商
談
会

成都ＣＨＥＮＧＤＵ　ＰＡＴＡ

日
中
間
の
観
光
回
復
を

友
好
関
係
を
次
世
代
へ

西南エリアの中心地―成都

三国志ゆかりの地
世界遺産の周遊も

パ
ン
ダ
の
ふ
る
さ
と

雅
安
市
　

茶
の
栽
培
も
有
名

セ
ラ
ー

ヵ
国
、バ
イ
ヤ
ー

ヵ
国

合
計

人
超
が
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
探
る

ＰＡＴＡ日本支部会長　足立　成雄氏

イ
ン
強
化
に
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
活
用
を

　
日
中
外
交
関
係
の
冷
え
込
み
を

受
け
て
、
日
本
か
ら
中
国
へ
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
大
幅
に
減
少

し
、
中
国
か
ら
日
本
へ
の
団
体
観

光
な
ど
も
低
迷
し
て
い
る
。
Ｐ
Ａ

Ｔ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
に
参
加
し

た
日
中
の
観
光
関
係
者
の
間
か
ら

は
、
観
光
交
流
の
早
期
回
復
、
相

互
交
流
を
通
じ
た
友
好
関
係
の
発

展
に
期
待
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

た
。

　「
政
府
間
の
問
題
は
別
と
し
て
、

民
間
は
民
間
同
士
で
対
応
す
る
べ

き
だ
。
観
光
客
に
来
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
は
同
じ
」
。
商
談

会
場
で
中
国
の
あ
る
観
光
関
係
者

は
そ
う
話
し
た
。
日
本
以
外
に
も

市
場
国
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
中

国
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日

本
か
ら
の
誘
客
を
拡
大
し
た
い
と

言
う
の
だ
。

　
日
本
か
ら
商
談
会
に
訪
れ
た
観

光
関
係
者
も
「
観
光
は
平
和
が
あ

っ
て
こ
そ
の
産
業
だ
。
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
な
ど
の
販
売
が
落
ち
込
み
、

中
国
向
け
の
企
画
も
減
っ
て
い

る
。
日
本
の
旅
行
業
が
大
手
、
中

小
の
垣
根
な
く
、
連
携
し
て
何
か

手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。
日
中
の

観
光
交
流
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組

み
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
た
。

　
懸
念
は
直
近
の
ツ
ア
ー
販
売
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
日
中
双
方

の
観
光
関
係
者
か
ら
共
通
し
て
聞

か
れ
る
の
は
、
日
中
友
好
関
係
の

次
世
代
へ
の
継
承
だ
。

　
「
今
の
日
中
（
中
日
）
の
交
流

に
尽
く
し
て
き
た
の
は
、
多
く
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
友
好
関
係
を

築
い
た
両
国
の
年
配
の
世
代
。
次

の
若
い
世
代
に
も
そ
の
思
い
を
引

き
継
い
で
い
か
な
い
と
な
ら
な

い
。
観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
若
い
世
代
の
交
流
を

進
め
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
」

ＰＡＴＡトラベルマートの会場。の国・地域が出展した

会場は成都市のセンチュリーシティ国際コンベンション＆エグジビショ
ンセンター

成都市のブース

「武候祠」の諸亮像（左）と武候祠に近い観光街「錦里」

雅
安
市
の
ブ
ー
ス

成
都
市
内
の
街
歩
き
も
楽
し

い
。
飲
食
店
や
雑
貨
店
な
ど
が

建
ち
並
ぶ
寛
乍
巷
子
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太
平
洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会
（
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
が
主
催
す
る

商
談
会
「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
２
０
１
３
」
が


～

日
、中
国
・
四
川
省
の
省
都
、成
都
市
で
開
か
れ
た
。

太
平
洋
・
ア
ジ
ア
の
各
都
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
年
で

回
目
を
迎
え
た
。
セ
ラ
ー
の
出
展
は

カ
国
か

ら
、
バ
イ
ヤ
ー
の
参
加
は
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
欧
米

を
含
む

カ
国
か
ら
で
、
双
方
を
合
わ
せ
る
と
参
加
者
数

は
千
人
以
上
に
上
っ
た
。
観
光
市
場
と
し
て
成
長
性
の
高

い
太
平
洋
・
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
注
目
度
は
高
く
、
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
よ
う
と
、
活
発
な
商
談
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
地
域
支
部
と
し

て
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
日
本
支
部
が
あ

る
。
２
０
１
０
年
か
ら
日
本
支

部
会
長
を
務
め
て
い
る
の
が
、

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
国
際
旅
行
事
業

部
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
推
進
部

長
の
足
立
成
雄
氏
。
成
都
で
開

か
れ
た
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
の
会

場
で
日
本
支
部
の
活
動
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
日
本
支
部
と

は
。

　
足
立
　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
本
部
や
各

地
域
本
部
と
の
連
絡
、
調
整
に

あ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ

の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
し
て

い
る
。
日
本
支
部
の
設
立
は
１

９
６
２
年
。
そ
れ
以
前
か
ら
会

員
だ
っ
た
日
本
の
メ
ン
バ
ー
も

い
て
、
８
社
が
永
続
会
員
と
し

て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
事
務
局

は
、
以
前
は
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
前
身
組
織
が

担
当
し
、
旧
運
輸
省
観
光
部
門

や
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
ト
ッ
プ
が
会
長

を
務
め
て
い
た
が
、
２
０
０
３

年
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
独
立
行
政
法

人
化
に
伴
い
運
営
が
民
間
に
移

っ
た
。

　

日
本
支
部
の
主
な
事
業

は
。

　
足
立
　
日
本
支
部
独
自
の
事

業
と
し
て
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
を
招
い
て
の
研
修
会
、
会

員
間
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

の
懇
親
会
、
昼
食
会
な
ど
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ

Ｔ
Ｃ
（
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
）
と
も
連
携
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
２

年
４
月
に
仙
台
、
東
京
で
開
か

れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ミ
ッ
ト
も
共
催
し
た
。

　

日
本
の
会
員
数
は
。

　
足
立
　
現
在
は
旅
行
会
社
、

エ
ア
ラ
イ
ン
、
ホ
テ
ル
・
旅
館

な
ど

社
・
団
体
。
２
０
０
０

年
に
は
２
０
０
社
以
上
が
加
盟

し
て
い
た
。
加
盟
の
促
進
、
日

本
支
部
の
体
制
強
化
が
最
大
の

課
題
だ
。
会
員
の
拡
充
は
Ｐ
Ａ

Ｔ
Ａ
全
体
の
課
題
で
も
あ
り
、

い
か
に
加
盟
の
価
値
を
感
じ
て

も
ら
う
か
が
本
部
で
も
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　

減
少
の
理
由
は
。

　
足
立
　
世
界
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
き
、
世
界
で
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
、
Ｐ
Ａ

Ｔ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
信
頼
の
証
に
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
成
長
途
上
に
あ

る
ア
ジ
ア
の
企
業
に
と
っ
て
は

そ
う
だ
。
た
だ
、
日
本
の
企
業

・
団
体
の
場
合
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

成
熟
な
ど
で
一
定
の
信
頼
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
価
値
が
実
感
し
に
く
く
な

っ
た
の
も
事
実
だ
。
Ｉ
Ｔ
の
高

度
化
な
ど
情
報
収
集
を
と
り
ま

く
環
境
変
化
の
影
響
も
あ
る
。

　

加
盟
の
メ
リ
ッ
ト
を
日

本
の
企
業
・
団
体
に
ど
の
よ
う

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
。

　
足
立
　
世
界
の
観
光
市
場
の

動
向
を
み
て
も
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
は
最
も
大
き
な
伸
び

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
日
本
も

観
光
庁
が
創
設
さ
れ
、
今
ま
さ

に
ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
重
視
し
て
い
る
。
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
は
今
回
の
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト

の
よ
う
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
す
る
企
業
・
団
体
に
と

っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
重
要
な
機
会
を
提
供
で
き

る
。
も
っ
と
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
枠
組

み
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

今
回
の
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー

ト
に
日
本
か
ら
セ
ラ
ー
の
出
展

は
な
か
っ
た
。

　
足
立
　
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

旅
博
と
日
程
が
重
な
る
部
分
も

あ
り
、
残
念
な
が
ら
日
本
か
ら

の
セ
ラ
ー
の
参
加
は
な
か
っ
た

が
、
日
本
支
部
か
ら
の
働
き
か

け
の
効
果
も
あ
り
、
日
本
か
ら


社
ほ
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
に
参
加

い
た
だ
け
た
の
は
よ
か
っ
た
と

思
う
。
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
国
々
は
大

き
な
ブ
ー
ス
を
構
え
て
出
展
し

て
い
る
。
近
年
は
日
本
の
大
手

旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
が
出
展
し

た
り
、
日
本
支
部
の
事
務
局
が

ブ
ー
ス
を
開
設
し
た
り
し
て
き

た
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
強
化

を
進
め
る
日
本
の
出
展
が
な
い

の
は
寂
し
い
の
で
、
今
後
は
日

本
か
ら
の
出
展
を
増
や
し
て
い

く
と
同
時
に
、
バ
イ
ヤ
ー
の
参

加
も
さ
ら
に
増
や
し
た
い
。
Ｐ

Ａ
Ｔ
Ａ
本
部
の
役
員
も
日
本
地

区
の
活
動
の
活
性
化
に
期
待
し

て
い
る
。

　

観
光
事
業
者
や
関
係
機

関
に
呼
び
か
け
た
い
こ
と
は
。

　
足
立
　
ま
ず
は
加
盟
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。
企
業
は
も

と
よ
り
自
治
体
や
観
光
協
会
も

加
盟
で
き
る
。
観
光
立
国
の
実

現
を
目
指
す
日
本
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
の
一
つ
が
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
担
う
人
材
の
育
成
。
ア

ジ
ア
各
国
は
高
い
語
学
力
を
持

つ
人
材
が
積
極
的
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
動
い
て
い
る
。

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
通
じ
て
日

本
の
人
材
育
成
に
貢
献
し
た

い
。
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
総
会
が
日
本

で
開
催
さ
れ
た
の
は
１
９
９
９

年
の
名
古
屋
が
最
後
。
ト
ラ
ベ

ル
マ
ー
ト
は
日
本
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京

開
催
も
決
ま
っ
た
。
こ
う
し
た

追
い
風
を
契
機
に
会
員
を
増
や

し
、
日
本
支
部
の
活
動
を
強
化

し
た
い
。
日
本
に
も
総
会
や
ト

ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
を
誘
致
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

　
四
川
省
の
雅
安
市
は
、
成
都
の

南
西
に
位
置
す
る
町
。
フ
ラ
ン
ス

人
宣
教
師
が
訪
れ
た
こ
と
で
世
界

に
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
紹
介

さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
「
パ

ン
ダ
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
知
ら

れ
る
。
蒙
頂
茶
な
ど
の
茶
の
有
名

な
産
地
で
も
あ
る
。

　
雅
安
の
碧
峰
峡
パ
ン
ダ
研
究
セ

ン
タ
ー
に
は
、

頭
ほ
ど
の
パ
ン

ダ
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
ダ

に
触
れ
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
飼
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

あ
る
。

　
蒙
頂
山
景
区
は
、
自
然
豊
か
な

景
勝
地
で
歴
史
の
あ
る
寺
が
多

く
、
古
く
か
ら
文
人
に
愛
さ
れ
て

き
た
。
茶
文
化
発
祥
地
の
一
つ
と

も
言
わ
れ
、
蒙
頂
茶
は
高
級
茶
葉

と
し
て
人
気
が
高
い
。

　
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
に
出
展
し
た

雅
安
市
旅
遊
局
の
孟
水
明
副
局
長

は
「
パ
ン
ダ
、
茶
、
伝
統
文
化
な

ど
を
テ
ー
マ
に
日
本
へ
の
宣
伝
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。
パ
ン
ダ
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
パ
ン
ダ
が
暮

ら
す
雅
安
の
自
然
、
文
化
の
魅
力

を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
２

０
１
３
の
開
催
地
、
成
都
市
は
、

四
川
省
の
省
都
で
、
中
国
西
南
エ

リ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
交
通
、
そ
し

て
観
光
の
中
心
地
と
な
っ
て
い

る
。
経
済
成
長
は
目
覚
ま
し
く
、

人
口
は
１
４
０
０
万
人
に
上
る
。

　
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
の
開
催
に
あ

た
り
葛
紅
林
市
長
は
「
成
都
は
毎

年
、
国
内
外
か
ら
の
１
億
人
を
超

え
る
旅
行
者
を
魅
了
し
て
い
る
。

こ
の
商
談
会
が
成
都
と
世
界
を
よ

り
緊
密
に
結
び
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
観
光
協
力
を
促
進
す
る
と
確
信

し
て
い
る
」
と
歓
迎
し
た
。

　
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
の
商
談
に
合

わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
討
論
会
に
は
、
成
都
市
旅

遊
局
の
陳
世
安
副
局
長
が
参
加
。

陳
副
局
長
は
、
成
都
を
訪
れ
る
外

国
人
旅
行
者
数
が
２
０
１
０
年
は


万
人
だ
っ
た
が
、

年
に
１
１

０
万
人
、

年
に
は
１
５
８
万
人

に
増
加
し
た
と
説
明
し
、
「
成
都

の
観
光
は
成
長
し
て
お
り
、
中
国

観
光
に
お
け
る
存
在
感
も
増
し
て

い
る
。
旅
行
の
目
的
地
と
し
て
さ

ら
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
日
本
か
ら
成
都
へ
は
、
成
田
、

中
部
な
ど
か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ（
全
日
空
）

な
ど
の
直
行
便
が
就
航
し
て
い

る
。
成
都
を
拠
点
に
す
れ
ば
、
四

川
省
内
に
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
の
九
寨
溝
、
黄
龍
、
峨
眉
山
と

楽
山
大
仏
、
青
城
山
と
都
江
堰
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
保
護
区
群

な
ど
に
も
足
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
る
。

　
成
都
市
内
に
も
見
所
が
多
い
。

三
国
志
フ
ァ
ン
に
人
気
な
の
が
武

候
祠
。
三
国
時
代
の
蜀
の
丞
相
、

諸

亮（
孔
明
）を
ま
つ
っ
た
堂
。

諸

亮
の
主
君
で
あ
っ
た
劉
備
と

そ
の
家
臣
を
い
っ
し
ょ
に
ま
つ
っ

た
「
君
臣
合
廟
」
で
も
あ
る
。
武

候
祠
内
に
は
、
諸

亮
、
劉
備
、

張
飛
、
関
羽
ら
英
雄
た
ち
の
像


体
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
詩
聖
と
し
て

名
高
い
唐
代
の
詩
人
、
杜
甫
が
暮

ら
し
た
杜
甫
草
堂
、
古
代
四
川
文

明
の
遺
跡
や
出
土
品
が
見
学
で
き

る
金
沙
遺
址
博
物
館
な
ど
が
あ

る
。
市
内
で
は
、
麻
婆
豆
腐
、
担

担
麺
な
ど
で
お
な
じ
み
の
ス
パ
イ

シ
ー
な
四
川
料
理
を
味
わ
え
る
飲

食
店
、
一
瞬
の
う
ち
に
仮
面
を
変

え
る
四
川
省
の
伝
統
劇
「
川
劇
」

を
楽
し
め
る
観
光
施
設
も
あ
る
。

　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
、
太
平
洋
・
ア
ジ

ア
地
域
へ
の
観
光
客
誘
致
、
域
内

交
流
の
活
性
化
を
目
的
に
、
１
９

５
１
年
に
ハ
ワ
イ
で
設
立
さ
れ
た

民
間
の
広
域
観
光
団
体
。
本
部
は

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
。
旅
行
会
社
、

航
空
会
社
、
ホ
テ
ル
、
政
府
観
光

局
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
世
界
各
国

に
２
万
２
千
会
員
が
い
る
。

　
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
は
、
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
の
年
間
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

事
前
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
を
基

本
と
す
る
商
談
会
。
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
の

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ア
ン
ト
ネ
ス
会
長

は
「
商
談
は
質
の
高
い
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
バ
イ
ヤ
ー
、
セ
ラ
ー
に

ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
機
会
を
提
供
し
続
け

て
い
る
」
と
胸
を
張
る
。

　
成
都
で
開
か
れ
た
ト
ラ
ベ
ル
マ

ー
ト
の
会
場
は
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

シ
テ
ィ
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆

エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
セ

ラ
ー
側
の
出
展
は

カ
国
、
２
４

６
団
体
、
５
５
０
人
。
バ
イ
ヤ
ー

側
の
参
加
は

カ
国
、
３
７
３
団

体
、
４
７
３
人
。
メ
デ
ィ
ア
は
中

国
内
外
の

社
が
登
録
し
た
。
商

談
会
に
合
わ
せ
て
、
会
場
周
辺
の

ホ
テ
ル
で
は
、
世
界
、
太
平
洋
・

ア
ジ
ア
、
中
国
の
観
光
・
旅
行
市

場
の
動
向
な
ど
を
有
識
者
が
討
論

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開

催
さ
れ
た
。

　
一
般
客
へ
の
公
開
は
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
商
談
会
だ
が
、
会
場
の
出
展

者
ブ
ー
ス
は
装
飾
な
ど
が
施
さ
れ

て
華
や
か
。
国
別
の
ブ
ー
ス
の
大

き
さ
で
目
立
つ
の
は
、
開
催
地
で

あ
る
中
国
で
は
成
都
市
、
雅
安
市

を
は
じ
め
、
香
港
、
マ
カ
オ
な
ど

で
、
中
国
以
外
で
は
韓
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ

ー
ル
な
ど
。
企
業
で
は
各
国
の
旅

行
会
社
や
ホ
テ
ル
、
航
空
会
社
な

ど
が
出
展
し
て
い
る
。

　
商
談
は

、

日
に
行
わ
れ
、

２
日
間
で

回
の
ア
ポ
イ
ン
ト
の

時
間
割
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

太
平
洋
・
ア
ジ
ア
地
域
の
観
光
市

場
の
成
長
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

最
新
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
や
Ｓ
Ｉ
Ｔ

（
テ
ー
マ
性
の
高
い
旅
行
）
に
対

応
し
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
セ
ラ
ー
が
多
か
っ

た
。
セ
ラ
ー
、
バ
イ
ヤ
ー
と
も
に

直
近
の
商
談
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各

エ
リ
ア
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
こ

う
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
も
目
立

っ
た
。

　
日
本
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
参

加
し
た
日
中
平
和
観
光
・
取
締
役

東
日
本
営
業
本
部
長
の
山
田
隆
幸

氏
は
「
コ
ン
タ
ク
ト
の
場
と
し
て

価
値
が
あ
る
商
談
会
。
セ
ラ
ー
と

の
商
談
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
、

欧
米
の
バ
イ
ヤ
ー
と
話
し
を
す
る

機
会
も
多
く
、
彼
ら
の
視
野
の
広

さ
に
刺
激
を
受
け
た
」
と
語
る
。

　
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ル
ド
ジ
ャ
パ
ン

・
営
業
部
部
長
の
佐
藤
篤
氏
も

「
欧
米
な
ど
の
旅
行
業
が
バ
ン
コ

ク
な
ど
を
拠
点
に
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
し
て
い
る
様
子
を
肌
で

感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開

や
パ
ー
ト
ナ
ー
選
び
を
考
え
る
上

で
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

ア
ジ
ア
各
国
出
展
も

日
本
セ
ラ
ー
は
ゼ
ロ

　
日
本
か
ら
は
旅
行
会
社
な
ど


数
社
が
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
参
加
。

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
日
本
支
部
の
役
員
で
は

会
長
の
足
立
成
雄
氏
（
ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
・
国
際
旅
行
事
業
部
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
事
業
推
進
部
長
）
、
副
会

長
の
西
堀
勝
仁
氏
（
全
日
本
空
輸

・
営
業
セ
ン
タ
ー
販
売
計
画
室
担

当
部
長
）
、
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
名
誉
終
身

会
員
の
石
榑
信
孝
氏
ら
が
参
加
し

た
。

　
一
方
で
、
日
本
か
ら
の
セ
ラ
ー

と
し
て
の
出
展
は
な
か
っ
た
。
か

つ
て
は
日
本
か
ら
も
多
く
の
企
業

・
団
体
が
出
展
し
て
い
た
。
東
京

で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
際
観

光
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博

と
日
程
が
重
な
っ
た
影
響
も
あ

る
。
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
の
間
か
ら

は
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

決
定
を
祝
福
す
る
言
葉
と
と
も

に
、
日
本
の
出
展
に
期
待
す
る
声

も
聞
か
れ
た
。

来
年
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

観
光
相
が
ア
ピ
ー
ル

　
次
回
の
「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル

マ
ー
ト
２
０
１
４
」
は
、
来
年
９

月

～

日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ

ノ
ン
ペ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。
成
都

で
開
か
れ
た
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
２

０
１
３
で
は
、

日
夜
、
イ
ン
タ

ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
シ
テ
ィ
の
ホ
ー
ル
で
、
次
回

の
開
催
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ナ
イ
ト
」
が
開
か
れ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
・
コ
ン
観

光
相
が
出
席
。
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト

に
参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー
、
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
役
員
な
ど
が
招
待
さ
れ
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
観
光
が

Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
ほ
か
、
伝
統
芸
能
な

ど
も
披
露
さ
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

開
か
れ
る
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
へ
の

参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

（１１） 第２７２１号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）９月２８日（土曜日）


